
ハワイとフィリヅピンj訟よびそれらの

近傍産 Lαurenczαソゾ属植物

斎藤 譲‘

Y. SAITO: The Genus Laurencia from the Hawaii組 Islands，

Philippm飽 and剖jacentAreas 

筆者は 1966年 12月から翌 1967年2月末まで，ハワイ大学植物学科(De-

partment of Botany， University of Hawaii)において， Laurenciaソゾ属植

物の研究に従事した。この研究にもちいられた材料の大部分は，ハワイ大学の

Dr. Maxwell S. Dotyが，ハワイとフ 4リッピンおよびそれらの近傍各地で

採集したものであるが，自身で上記期間中 Oahu島の各地で採集したものも多

い。研究の結果，合計4変種を含む20種を同定することができたが，これらの

うち L.αf1'olinensisと L.dotyiは，ともに本研究によって明らかにされた

新種として発表したいと思っている。得られた材料は，順次詳細な形態学的研

究に供する予定であり，また，フィリッピンだけに産することが知られた種を

別として，ハワイ産のソゾ属の種の約半数がアジア側で報告されている種と共

通で，北米太平洋沿岸のそれと共通なものはごく少ないこと等を考えあわせる

と，太平洋をかこむ各地における本属植物の分布と海流の関係を検討するのも

興味深いことと思われる。しかし，それらは別の機会にゆずり，ここでは本邦

南部産のソゾ属植物と関連の深いと考えられるハワイとフィリッピン，およ

びそれらの近傍産ソゾ属植物について予報し，参考に供したいと思う。なお正

式には，ハワイ大学刊 Pacific割問自上に発表する予定である。

ここに研究の機会をあたえられ，たえず激励と助言をいただいたハワイ大

学のDr.Maxwell S. Dotyと，スタンフォード大学ホプキンス臨海実験所の

Dr. Isabella A. Abbottに感謝の意を表すとともに，有益な御助言を賜わった

北大の時団側，山田幸男両先生に厚〈御礼を申し上げる。

事北海道大学水産学部
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亜属の検索表

表皮細胞聞に原形質連絡がある……H ・H ・..Subgen. 1. Laurenciaマソゾ亜属

表皮細胞聞に原形質連絡がない

…… Subgen. 11. Chondrophycusカタソゾ亜属

Subgenus 1. Laurenciaマソゾ亜属

本亜属の特徴は，表皮細胞聞に原形質連絡があり，四分胞子嚢が平行型C

配列を示すことである。当地域に 9種産し，大多数のものが上記の 2特徴を明

らかに示している。ただ L.subsimplex 1種だけが多少の疑点を残している

が，一応本亜属内のSectionPinnatifidaeにおカ通れた。

マソゾ亜属の S配 tionの検索表

1. 体は円柱状...・H ・H ・H ・.....・H ・..…・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..2

1. 体は鳳圧…......................................................S配 t.3. Pinnatifidae 

2. 髄細胞膜に半月形肥厚部なし...・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・..S配 t.1. Laurencia 

2. 髄細胞膜に半月形肥厚部あり….....・H ・...・H ・H ・H ・..…Sect.2. Forsterianae 

S配 tion1. Laurencia 

体は円柱状で，髄細胞膜に半月形肥厚部はなu、。表皮細胞は体の横断面で

放射状に長くのぴたり，柵状に配列されるということがなU、。

Section 1. Laurenciaの種と変種の検索表

1. 表皮細胞は小枝の末端付近で表面にまるみをもって突出する

. L. ma}uscula 

1. 表皮細胞は上記のようにならない・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..… 2

2. 体は小さく通常 1個以下…....・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・..…...・H ・....L. tenera 

2. 体はより大きい・H ・H ・.....・H ・.....・H ・......・H ・..…...・H ・.............・H ・......・H ・.3 

3. 体は軟骨質でかたい...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-・… 4

3. 体は軟らかい・H ・H ・.....・H ・..…・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...5 

4. 分岐は，ごく稀である・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-….L. obtusa var. rigidu[a 

4. 分岐は，特に体の上部で著しい・H ・H ・H ・H ・...・H ・.L. oblusa var. dedroidea 

5. 体の特に主軸は太〈直径 1mmをこえる…....・H ・.L. obtusa var. s1'1ackeyi 
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84 藻類第16巻第2号昭和43年8月

5. 体の直径が 1mmをこえることはない・・H ・H ・.....・H ・.L. obtusa var. obtusa 

Laurencia majuscula (HARV.) LUCAS アカソゾ

産地:ハワイの Midway，Laysan， Kauai， Oahuおびよ Mauiの各島;

ブィリッピンのAlbayおよび Pangasinan地方。

体はほとんど常に紅色で，質軟らかし乾燥後紙によくつく。表皮細胞は

小枝の末端付近で顕著に表面に突出する。本種はこの点でも，また外形におい

てもときに L.mariannensisフクレソゾとまぎらわしいことがある。しかし

フクレソゾは，髄細胞膜にほとんど常に半月形肥厚部をもつので，区別は割合

に容易である。またフィリッピン産の標本中には，かなり長大なものもみられ

た。

筆者は本種を L.ob抑制マギレソゾの変種とせず，独立の種として扱う

のが適当であると思う。山田幸男先生も，最近はこの点について同意見である

ことを筆者に洩らされた。

Laurencia tenera TSENG 

産地:ハワイの Oahu島。

体は繊細で， 1佃までの高さを有し，岩上にマット状の集団をなす。黄渇

色で，乾燥後紙につく。表皮細胞は小枝の先端付近で表面に突出することはな

u、。

Laurem沼iaobtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. obtusa マギレソゾ

産地:フィリッピンのAlbay地方。

ただ 1枚の台紙上の数個体が本変種にあてられた。表皮細胞は突出するこ

となく，質軟らかく，乾燥後よく紙につく。

Laurencia obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. dendroidea (1. AG.) YAMADA 

産地:フィリッピンのMindanao島。

体先端部で小枝がやや密生する。表皮細胞は表面に突出することがなU、。

Laurencia obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. rigidula GRUNOW 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Mauiの諸島;フイージ

ー島。

体は暗褐色で，よく発達した平らな盤状付着器上に多数集まって生じ，分
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岐もごく少ないので，ちょうどブラシのような集団となる。質が非常にかたい

ので，最初，本亜属に所属することに疑いを持ったが，体の縦断で観察したと

ころ，表皮細胞聞に明らかに原形質連絡がみられた。

Laurenα'a obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. snackeyi (W. v. BoS~E) 

YAMADA 

産地:フィリッピンの Mindanao島。

主軸は非常に太<，その根元ちかくでかなりかたくなる。しかし大部分は

軟らかく，よく紙につく。

Section 2. Forsterianae YAMADA 

体は円柱状で，髄細胞膜に半月形肥厚部がある。表皮細胞は体の横断面で

放射状に長くのぴたり，柵状に配列されるということがなu、。

島ction2. Forsterianaeの種の検索表

1. 表皮細胞は小枝の末端付近で表面にまるみをもって突出する...・H ・..…… 2

1. 表皮細胞は上記のようにならない…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..3

2. 体は通常2cm以下で，房状の分岐がみられる...・H ・.....・H ・..… L.galtso.刀Z

2. 体はより高<，上記のような分岐をしない・H ・H ・.....・H ・..L.marianne間 is

3. 体は繊細で枝は時に扇生する....・H ・.......・H ・....・H ・....・H ・....L. decumbens 

3. 体はそれほど繊細でなく枝も扇生しない...・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・..… 4

4. 根元に領包する枝がない・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・.L. japonica 

4. 通常根元に領侵する枝がある・・…H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..L. nidifica 

L. galtsoffi HOWE 

産地:ハワイの Laysanおよび Kauiの両島。

本種は Howe(1934)によってハワイからはじめて報告されたものであ

る。筆者は当初，本種の typespecimenの観察後本種に同定した標本をも，次

の L.m.ariannensisフクレソゾに含めていた。これら両種は，分岐法や体の

大きさ等で多少の相異点があるとはいえ，おのおのを独立の種として扱うのに

は問題があるように思う。表皮細胞は typespぽ加聞においても，小枝の末端

付近でまるみをもって表面に突出するが，この点でもフクレソゾとよく似かよ

ってu、る。結局の所，本種は L.mariannensisフクレソゾか L.pannosaに
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86 言葉類第 16巻 第2号昭和43年8月

併合されるか，またはどちらかの変種とみなされるべきものと思うが，残念な

ことに生鮮な材料を得て観察することができなかったので，一応このままおく

ことにした。

L. mari'a'll'llensis YAMADA フクレソゾ

産地:ハワイの Laysanおよび Lanaiの各島;キ‘ルパート諸島;フィリ

ッビン。

体は下部叢生し，直立， 4 cmまで高く，ピラミッド様に分岐する。質やわ

らかく，乾操後よく紙につく。表皮細胞は，小枝の末端付近でまるみをもって

表面に突出するが，この点で前記 L.galtsoffiに似かよってu、る。しかし，

Howe (1934)ものべているように L.galtsoffiでは往々房状の分岐がみられ

るのに対して，本種ではそのようなことがなu、。また，表皮細胞の突出する点

でも，外形でも L.majusculaに似るが，髄細胞膜の半月形肥厚部の存否によ

って区別できることは，該種の項でのべた。

Laurp.'IlCia decumbe'lls KUTZING 

産地:ハワイの Kauaiおよび Oahuの両島。

体は約2cmまで高く，ごく細い。色は紫褐色を呈する。根元の領旬枝でゆ

るくもつれ，マット状集団をなす。校はときに弓なりにそり，その外側に小枝

が扇生する。

Laure'llcia japonica YAMADA オモテソゾ

産地:フィリッピンの Quezon地方および Palawan島。

質かたく，乾燥すると黒くなる。ときに外形で L.μpillosaパピラソゾ

に似ることもあるが，本種の髄細胞膜には半月形肥厚部があり，また表皮細胞

は体の横断面で放射状に長くのぴたり，柵状に配列されることがない。

Laurencia 'Ilidifica J. AGARDH 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Lanaiの各島。

体は直立し， lOcmくらいまでになり，根元の領旬枝でもつれ合って来をな

して生ずる。主輔は円柱状で，ピラミッド様に分岐する。質はu、くらか軟骨質

であるが，あまりかたくはなく，乾燥後紙につく。表皮細胞は小枝の先端部で

表面に突出することがなu、。

本種はハワイのソゾ属植物中，ごく普通の種類で， Oahu島ではほとんど
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どこの海岸でも生育している。しかし，生育環境により外形，色彩等にかなり変

異がある。 Hanauma湾入口や， Laie岬等，外洋の影響を直接受けるような所

には，小型で暗紫色の植物体がマット状集団をなして岩上に生じているのがよ

く見受けられ，このような個体には割に領旬枝が少ない。ー方， Waikikiのサ

ンゴ礁の内側などには，細長くのびた体がゆるく団塊をなして，岩上，サンゴ

礁上，ときに他の大型海藻上に生じている。これらは一般に色彩が紫色がかっ

た桃色か，黄色みをおびた緑色，ときに緑色がかっている。また， Kuloa漠流の

川口のすぐ北側の，大体海水面付近のサンゴ礁上には，緑色でやわらかい植物

体が生育しており，その外側で干潮時の水深 1mくらいのサンゴ礁上には，紫

色で，体表に無節サンゴモ類を多数つけた太くあらい植物が生育している。さ

らにDiamondHead Beachの岩上にも緑色の植物がみられるが，これは Kuloa

のものよりすらりとしていて，体下半部での分岐が少ない。

筆者は上述の種々の形態，色彩を示す植物を，本質的な相異のないことか

ら，いずれも本種に同定した。

Section 3. Pinnatifidae J. Agardh 

体は明らかに屑圧し，羽状分岐を示し，髄細胞膜に半月形肥厚部をもつも

のともたないものがある。当地域から次のただ 1種が知られた。

Laurenc必 subsimPlexTSENG 

産地:ハワイの Midway島;フィリッピンの Catanduan白地方。

体は扇圧し， 2佃まで高<，盤状付着器上に多数束になって生ずる。フィ

リッピン産の標本では，ほとんど分岐はみられないが， Midway産のものは多

少分岐する。質は軟らかく乾燥するとよく紙につい髄細胞膜に半月形肥厚部

はない。本研究に用いられた全標本が未熟体で， Tseng (1943)の原記載も香

港産の未熟体にもとずいてなされている。したがって四分胞子襲の配列様式は

知られず，さらに表皮細胞聞の原形質連絡も不明瞭で，疑点も多いが，一応扇

圧した形態と質の軟らかU、ことからSection3. Pinnatuidae内におく。

Subgenus I1. Chondrophycus TOKIDA et SAITOカタソゾ亜属

本亜属の特徴は，表皮細胞聞に原形質連絡を欠き，四分胞子嚢が直角型に

配列されることである。髄細胞膜に半月形肥厚部はなu、。当地域に12種産し，

大多数のものが上記2特徴を表している。少数のもので四分胞子襲が見出され
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なかったが，その点についてはそれぞれの種の記事の項でふれた。

カタソゾ亜属のSectionの検索表

表皮細胞は体の横断面において放射状に長くのび，柵状に配列される

....・H ・....・H ・S配t.5. Palisadae 

表皮細胞は上記のようにならない・H ・H ・.....・H ・......・H ・.Sect. 4. Chondrophycus 

Section 4. Chondrophycus 

体は通常軟骨質で，表皮細胞は体の横断面で放射状に長くのぴたり，さら

に柵状に配列されることがなu、。体の扇圧した種でも，末端技が扇圧すること

はなu、。

S配 tion4. Chondrophycusの種の検索表

1.枝は円柱状・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..2 

1. 枝は扇圧する…...・H ・.....・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…… 3

2. 表皮細胞は小枝の末端付近でまるみをもって表面に突出する

…...・H ・.L.α'lYolinensis 

2. 表皮細胞は上記のようにならないH ・H ・...・H ・.....・H ・..…… L.cartilaginea 

3. 表皮細胞は小枝の末端付近でまるみをもって表面に突出する……L.dotyi 

3. 表皮細胞は上記のようにならないH ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..… 4

4. 体上部の縁辺は波状にうねり色は黒っぽU、...・H ・-…....・H ・..… L.undulata 

4. 体上部の縁辺は上記のようにならず，色は赤みがかる...・H ・..… L.succi'sa 

Laurenciaα'lYolinensis sp. ined. 

盤状付着器から数本叢生し，根元に伺旬枝をもたず， 5 cmまで高<，軟骨

質で，全体が円柱状である。互生，対生時に又状に分岐する。通常たどり得る

主軸をもつが，不明瞭なこともある。末端枝は密集して枝上にならび単条，と

きに，より小さu、小枝をもち，根俸状で先端ややふくれる。主輔および枝はそ

の下部で(小枝なく〉裸出する。末端技は枝の中ほどのものが最も長く，約

1.5mmあり，先端と基部に到るにつれて次第に短くなる。髄部は膜の厚い大

型細胞から成り，半月形肥厚部はない。表皮細胞は，相互間に原形質連絡なく

末端枝先端付近で顕著に，ほとんど細胞の長さの半分ほど表面に突出し，した

がって規則的な半円形の癌状となり，その横断において放射状にのびず，柵状
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Fig. 1. Lau1encza caroliηensis sp. ined. (Doty 15360) 
Fig. 2. Laurencia dotyi sp.泊ed.(Doty 14822) x 0.88 

に配列されることなし 28-34μ 長<， 22-32μ太u、。

Type specimen: Doty 15360，西カロリン群島の H巴lenR巴ef南東部，砂

まじりの岩礁底上。 1960年 8月28日。同じものが HelenReefの南端でも採集

されている (Doty15640)。

本種は末端の小枝を密に各方面に出す点で L.tati・llosaパピラソゾを思

わせる。しかしながら柵状の表皮細胞を持たないので，明らかにそれを持つパ

ピラソゾと区別できる。また ，本極は L.trotica YAMADA ナンカ イソゾや

L. columell:1rz's B侃GE:ENに似た点もある。しかし，これら両種の type

specimenを観察したところ，いずれの種においても ，本新種が明らかに現わ

す表皮細胞の突出がみられなかった。

表皮細胞聞に原形質連絡のないことは明らかにされたが，標本が全部未熟

であ ったので，四分胞子誕の配列は検し得なかった。

本種は ，筆者がハワイ大学滞在当時，同大学においてカロリン群島の海;揺

を研究していて，現在フ ィリッピン大学にU、る Dr.Gavino Trono Jr.が L.

tatillosaに似ているが相異点もあると U、って L.st.として記載していたもの

であり，これについて筆者の意見をお求めにきたので発見された。彼は彼自身

で試みた記載とともに ，その後の処理について筆者にまかせたので，新種とし

て発表することにした。 経緯を記して Dr.Gavino Trono， J r.に感謝の意を表

わす。

Laurencia cartt'laginea YAMADA カタソ ソ

産地 :ハワイの Oahu島 ;フィリッピンの Mindanaol誌の Surigao; シ
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ンガポール。

体は叢生し，伺旬枝なく，ピラミッド様に分岐し， 8cmまで高<，根元は

通常円柱状で，上部に到るにしたがって角ばり，ときに部分的に扇圧し，生時

暗紫色か紫色がかった緑色で，乾燥すると黒〈変り，質は軟骨質でかたく，乾

燥後紙につかない。扇圧した部分では分岐は通常羽状となる。主枝には 2型あ

り， 1つはたどり得る主軸を有し，他は根元ちかくで 2本かそれ以上の主枝に

わかれる。日本産の本種とほとんど変りないが，体上に無節サンゴモ類が多数

着生しているのが普通で，一般に白っぽく見える。

Laurencia undulata YAMADA 

産地:ハワイの Oahu島。

コブソゾ

本種は Oahu島の Kan回 he湾に L.cartilagi neaカタソゾとともに生ず

る。カタソゾの採集物中に，扇圧して羽状分岐するものがあったが，筆者はそ

のようなものを，扇圧した形態と分岐法以外に明確な識別点はないのだが，一

応カタソゾから分けて本種にあてた。時には，両方の型のものが，一つの盤上

付着器の上に生じていることさえある。したがって，より詳細な検討をへての

ち，本種は L.ca(tilag如m カタソゾのー形とみなされるようになるものと，

筆者は思っている。

L. dotyi sp. ined. 

盤状付着器から数本叢生し，根元に領智枝なく，約 5cmまで高く，軟骨質

である。直立枝はかるくしかし常に扇圧し，通常たどり得る主軸を有し，体の

中ほどで最も巾広く，その部分で巾約1.8mm，厚さ 1mmある。互生，対生に両

縁より分岐する。枝もu、くぶん扇圧し，中ほどのものが最も長く，基部にむか

つて急に，上部にむかつて徐々に短かくなる。末端の成実枝は 1mmまで長<， 

扇圧せず鹿棒状で，先端は哉形または円u、。色は生時褐色がかった紫色かやや

緑色をおび，乾燥すると黒くなる。四分胞子醸の配列は直角型である。表皮細

胞は，相互間に原形質連絡なく，末端枝の先端付近で顕著に表面に突出し，突

出部は細胞の長さの 3分の lにおよぶ。またその横断で放射状にのひ・ず，柵状

に配列されることなし 17-35.μ 長く， 12-30μ 太u、。髄細胞は膜に半月形肥

厚部を持たず，円形か多角形で，約 190μ の直径を有する。

Type speclmen: Doty 14822，ハワイ Oahu島の Kaneohe湾内の23号浮

標付近の岩上， 1967年 2月3日(Dr.GavIpo Trono， Jr.採集〉。筆者によって
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も Oahu島 Waikikiの水泳プールにほど近v、，海水面付近の岩上で 1966年12

月23日〈日Jty14818， 14819)および Oahu島 Hanauma湾北側湾口の岩上で

1967年1月14日(Doty14820)にそれぞれ採集されている。またDr.M. S. 

Dotyや Mr.R. Tsudaがハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Mauiの

各島で採集したものも観察された。

TηJe∞llectionで得られた雄性体(液浸〉により，雄性の小枝が視棒状で

分岐しないことが知られた。嚢果を有する体は見出し得なかった。

本種は表皮細胞が突出する点や，体の扇圧すること等で L.tarvitatillata 

にやや似かよっている。しかし，L. jJarvi:t沼:Tillataでは，表皮細胞が本種よ

り顕著に突出するし，また横断面において放射状に長くのび，柵状に配列され

るので，本新種と明らかに区別できる。また本種は外形においては L.tarv;-

拘ljJillata より体が明らかに細U、。

Laurencia succisa CRIBB 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Lanaiおよび Mauiの各島。

体は軟骨質でかたく， 5佃まで高<，根元で直径 1皿以下の円柱状，上部

届圧し， 2mmまで広<，羽状に分岐する。色は暗紫色か撞色で，乾燥後紙につ

かない。ハワイ産の標本は，オーストラリア産の typespecimenより， ¥<、くら

か質がかたいように見受けられたが，その他の点では同ーとみなし得たので，

本種に同定した。

本種は外形が L.tarvi.知itillataによく似ており，生育している場所も似

かよっているので，野外ではとくにまちがいやすい。しかし，L. tarvi.拘:til-

lat，α は，表皮細胞が顕著に表面に突出するし，横断面で放射状に長くのび，

柵状に配列される。これら 2点で，本種とは明らかに区別することができる。

Section 5. Palisadae Yamada 

体は通常軟骨質である。表皮細胞は体の横断面で放射状に長くのび，柵状

に配列される。本地域に 6種産し，ただ 1種で表皮細胞の突出がみられた。

島ction5. Palisadaeの種の検索表

1. 体は明らかに扇圧する…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..L. ta何 itatillata

1. 体は円柱状か，部分的にかるく扇圧する・H ・H ・.....・H ・..……H ・H ・......・H ・..2 

2. 末端枝は通常密生する…....・H ・..………H ・H ・....・H ・.....・H ・..….L. tatillusa 
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2. 末端枝は上記のようでない H ・H ・...・ H ・-…...・ H ・....・ H ・...… H ・H ・....・ H ・...・ H ・.3 

3. 分岐はごく少ない・・ H ・H ・H ・H ・....・ H ・....・ H ・-…・...・ H ・.......・ H ・.L. flagellifera 

3. 分岐は上記のようでない…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・..…… 4

4. 枝は通常廟生する….....・ H ・..… H ・H ・....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・-…L，surculigera 

4. 体はピラミッド様に分岐する...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……・ H ・H ・..5 

5. 体はかたく，色は赤みがかる・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..L. taniculata 

5. 体はあまりかたくなく，色は黒川計、…....・ H ・-…… H ・H ・..L. yamadana 

Laurencia yamad切ωHOWE(Syn. L. amabilis YAMAI】A) シマソゾ

産地:ハワイの Oahu，Molokaiおよび Mauiの各島。

本種はハワイ Oahu島の Kaneohe湾で， Galtsoffによって採集された断

片的な標本にもとずいて， Howe (1934)が設けたものである。その断片は謄

葉にされる前，かなり長い間液漫になっていたらしく，色があせており，質も

やわらかくなっていて，彼の記載も完全なものとは言いがたいようである。山

田は後に (Yamada& Segawa， 1953中に)，八丈島産の材料にもとずいて L.
amabilisを設け，“s田msto relate most c10sely to L. Yamadana HOWE 

from Hawaii，"と付記している。事実筆者は，本種の typespecimenの観察

に先立って，結局は本種に同定された材料を，山田の L.amabilisにあててい

た。 Oahu'島で採集した多数の生鮮な材料は，それほど山田の記載と標本によ

く似ていた。両者の聞に本質的な相異点はなu、。

最近山田先生から，筆者が Oahu島で採集した標本を検討した結果，筆者

の意見に同意する旨のお手紙をいただいた。

Laurencia taniculata (AG.) J. AGARDH 

産地:ハワイの Oahuおよび Lanaiの両島。

体は叢生し，領包枝はなく， ピラミッド様に分岐し 6cmくらいまで高

い。全体円柱状で，生時紫紅色，乾燥後やや黒みがかり，軟骨質でかたく，乾

燥後紙につかなu、。

Laurencia patillosa (FORSK.) GREVILLE パピラソゾ

産地フィリッピンの Catanduanes地方およびその他の多くの地方;イン

ドネシア;タイ。

本種は，末端技の密生することがめだった特徴で，比較的同定しやすい種

である。しかし時に L.cartilagineaカタソゾや L.carolinensi・sとまぎら
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わしいこともあるが，これら両種とも柵状の表皮細胞をもたず，さらに後者は

表皮細胞が表面に突出する性質をもっ。この性質はパピラソゾにおいて全くみ

られないことである。

Laurencia flage1lij祈"(JJ. AGARDH 

産地:ハワイの Maui島。

本種の表皮細胞は体の横断面において放射状にのび，柵状に配列されるが

Section 5. Palisadae内の他の種に比較してみると，その特徴はあまり顕著で

ない。体の各部に節のような環状のくびれがみられる。標本が未熟で，四分胞

子嚢の配列を検し得なかった。

Laurencia surculigera T~El\G 

産地:ハワイの Laysan，Oahuおよび Mauiの各島。

体は叢生し，ときにU、くぶん扇圧し， 5 cmまで高u、。色は紫制色で，質は

やや軟骨質であり，乾燥後よく紙につかなu、。主枝は時に弓なりに膏曲し，外

側に枝が扇生する。四分胞子嚢は見出せず，したがってその配列様式は不明で

ある。

この他，本種に近縁と思われる L.ρerforata(BORY) MONTAGi'<Eに似

かよったものや L.moretonensisCRIBB らしいものもあったが，標本が断片

的で，明確にすることができなかった。

Laurencia tarvitatillata T :.ENG 

産地:ハワイの Midway，Oahu， Mauiおよび Hawaiiの各島;フィリッ

ピンの Palawan島。

体は軟骨質で非常にかたく， 5cmまで高<，常に強〈扇圧し，巾約 2.5mm

まであり羽状に分岐し，根元近くで直径約 1阻までの円柱状を示す。色は紫紅

色で，乾燥するとやや黒っぽくなり，紙につかなu、。体の横断面で表皮細胞は

放射状に非常に長くのび，円錐形をなして顕著に表面に突出する。四分胞子嚢

は見出し得なかったが， Tseng (1943)の香港産の材料による図から，その配

列は直角型であることがわかる。ハワイ産の標本は，香港の材料にもとずく原

記載によく一致するフィリッピン産のものよりやや大型で，質もかたく，全体

としてかなりあらい感じがする。しかし筆者は，どちらも本種に同定してよい

ものと信じている。

本種は外形で L.succisaによく似るが，相異については該種の項でのべ
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fこ。

Summary 

Twenty species， including four varieties， of the genus Laurencia (Rhodo・

melaceae， Rhodophyta) from the Hawaiian Islands， the Philippines and some 

adjacent areas are preliminarily reported upon. Keys to the subgenera， sec-

tions， s開ciesand varieties of the genus are provided. These studies are based 

upon collections in the herbarium of Professor Maxwell S. Doty (University 

of Hawaii) and my own collections from Oahu Islands， Hawaii. Of th田e

species， L. carolinensis and L. dotyi are to be published as new to science. 
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